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新学習指導要領

家庭分野 Ａ 家族・家庭生活

(３)家族・家庭や地域との関わり

ア(ｲ)家庭生活は地域との相互の関わりで成り

立っていることが分かり，高齢者など地域の

人々と協働する必要があることや介護など

高齢者との関わり方について理解すること。

新設



調査目的

教員の意識 生徒の意識

高齢者に関する
内容の授業の
実態

高齢者との関わ
りについての経
験や認識



調査方法
【教 員】

時期：2018年 6月

対象：家庭分野担当者

方法：市メールにてアン
ケートを一斉配布・回収

回収校数 108/148校

回答者数 112/155人

【生 徒】

時期：2018年 10月

対象：市立中学校生徒

（５校を指定）

方法：全学年各２クラス
でアンケートを実施

回答者数 1064人
１年 345人、２年 362人、

３年 357人



採用区分

臨任 12％

非常勤 36％

免許外（正規） 2％

正規 51％

教員アンケート結果



経験年数

11～15年 12％

21年以上 30％
5年未満 21％

5～10年未満 25％

16～20年未満 5％

教員アンケート結果



高齢者に関する授業経験
無回答 4％

取り扱ったことない37％

取り扱ったことがある 60％

教員アンケート結果



高齢者に関する授業経験
教員アンケート結果

住生活
安全な住まい方

消費生活
悪徳商法の
被害対策

食生活
伝統料理
郷土料理
年齢に応じ
た調理法

衣生活
身体に合
わせた衣
類の形状

家庭生活と

地域の関わり
体験セット
近所付き合い
地域行事高齢者に関する内容はおもに

「C住生活」の中で扱われてきた。



A 家族・家庭生活(3)‐ア‐(ｲ)

介護など高齢者との関わり方については，視
力や聴力，筋力の低下など中学生とは異なる
高齢者の身体の特徴が分かり，それらを踏まえ
て関わる必要があることを理解できるようにす
る。また，介護については，家庭や地域で高齢
者と関わり協働するために必要な学習内容とし
て，立ち上がりや歩行などの介助の方法につ
いて扱い，理解できるようにする。

新学習指導要領における
高齢者に関する内容



新学習指導要領における
高齢者に関する内容

ほとんど知らなかった 18％

よく知っていた 20％

ある程度知っていた 56％

全く知らなかった 5％

無回答 1％

教員アンケート結果



実施に向けた困難や不安な点

中学生は意外に高齢者（特に
後期高齢者）と触れ合う機会
が少ないので、自分事として
とらえることが難しいのでは。

何か良い授業の取り組みがあれ
ば教えていただきたいです。
“体験”をどう授業に取り扱うかが
不安です。

幼児の扱いに関することと同様、
学校差(内容)が出そうな気がする。
現在幼稚園実習をなんとか実施し
ているが、時間の調整など大変な状
況。やり方にもよるが、果たして
どの程度の内容になるのか…。

高齢者体験のようなものは、マイナスのイ
メージを植え付けてしまうのではないかと不
安がある。介護や認知症などの問題も取
り上げつつ、元気な高齢者になるために
今から何ができるかを伝えていきたい。

教員アンケート結果



調査方法
【教 員】

時期：2018年 6月

対象：家庭分野担当者

方法：市メールにてアン
ケートを一斉配布・回収

回収校数 108/148校

回答者数 112/155人

【生 徒】

時期：2018年 10月

対象：市立中学校生徒

（５校を指定）

方法：全学年各２クラス
でアンケートを実施

回答者数 1064人
１年 345人、２年 362人、

３年 357人

H10内閣府「児童・

生徒の高齢化問題
に関する意識調査」
を参考に質問項目
を作成（一部比較）



祖父母と関わる機会
生徒アンケート結果

週に1～3回 11％

年に数回 6％

ほぼ毎日 16％

月に数回 26％

ほとんどない 41％

家庭



祖父母と関わる機会
生徒アンケート結果

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ほぼ毎日 週に１～３回 月に数回 年に数回 ほとんどない なくなっている 無回答

家庭

家庭生活の中での
高齢者との関りは少ない



祖父母との関わり方
生徒アンケート結果
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地域の高齢者と関わる機会
生徒アンケート結果

週に1～3回 15％

年に数回 17％

ほぼ毎日 7％

月に数回 15％

ほとんどない 46％

おもに
地域行事での関わり

おもに登下校時の
あいさつ

地域



地域の高齢者と関わる場面
生徒アンケート結果
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高齢者と関わった経験
生徒アンケート結果
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高齢者と関わって感じたこと
生徒アンケート結果
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肯定的にとらえる傾向



高齢者に抱くイメージ
生徒アンケート結果
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高齢者との交流機会への意識
生徒アンケート結果

やや参加したい33％

あまり参加したくない23％

積極的に参加したい12％

参加したくない8％

どちらともいえない24％



参加したい交流内容
生徒アンケート結果
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交流に参加したくない理由
生徒アンケート結果
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塾や部活動等で
時間がないとの記述



今後の展望
①特別な授業でなく、全教員が活用できる

学習題材を検討

②新設の「高齢者との関わり方」について、

生徒がもっているプラスのイメージを大切

にした体験的な活動を取り入れた授業づくり

③生徒の今までの経験をもとに、さらに関

わり、体験を広げるために必要な知識や

技能を身に付ける学習題材の検討
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